
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































14） 赤坂（2010 : 257）はもっと長期間を見渡し
て、同様の変化をとらえている。今は一万
年続いた定住の時代が黄昏を迎え、大きな
変容の時として、「核家族すらもはや解体状
況に追い込まれている、家族が避けがたく
抱いている老いとか障害といったものを、
自分たちだけで背負うことはとうてい不可
能な状況・・・社会全体の遊動化が逃れよ
うのない現実・・」と記している。
15） この場合の「日常生活の中に埋め込まれた
社会化機能のようなもの」が、具体的に何
を指すのかはよくわからない。つかみ所が
ないが、人の存在に安定感、肯定感を与え
るような人間関係ではないだろうか。永野
重史（2001 :33-38）は、「埋め込まれた教育」
（スコット・クラーク）について、〈コミュ
ニティ内部での「暮し方の一部として」の
教育〉、〈教育を意図・目的として行われる
ものではない教育〉が存在する、と述べて
いる。
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